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第
十
二
怨(

三
七
六)

雜

錄

商

讖

馨

の

湓

莪

及
商
法1

1

八
一1

條
に
ょ
b

手
形
編
の
規
定
を
準
用
せ
ら 

れ
た
‘る
有
價
瞪
券
即
ち
金
-«
其
他
の
物
又
は
有
價
證
券 

の
給
付
を
！1
1
1的
ミ
す
る
有
價
證
券
5:
云
ふ
是
等
の
證
券• 

に
關
す
る
行
爲
に
就
&

V
は
商
法
，に
规
宛
あ
り
且
つ
其 

主
體
の
何
人
た
る
を
間
は
ず
總
て
商
法
の
規
定
に
從
は 

し
む
る
は
是
等
の
證
券
に
關
す
る
法
律
關
係
の
統
一
上\ 

颇
る
必
要
な
り
と
云
ふ
べ
し
故
に
商
法
は
主
體
0

商
人
一 

な
る
と
否
ビ
を
區
別
せ「

ず
是
等
の
證
券
に
關
す
る
行
爲f 

v:
絕
對
的
商
行
爲
ビ
爲
し
た
る
次
ぅ
。
 

\ 

右
の
意
義
に
於
け
.る
.商
業
證
券
に
は
株
券
を
含
ま
ず| 

藍
し
株
券
は
翁
主
權
を
表
彰
す
る
も
の
に
し
て
金
錢
其
一 

他
の
物
又
は
有
價
證
#
の
給
付
を
目
的
S

す
る
も
の
に
■ 

ノー
 

:

非
ざ
れ
ば
な
り
又
記
名
產
偾
#

を
含
ま
ず
何
ど
な
れ」
 

ば
記
名
a

偾
の
移
轉
に
、付
き
て
は
商
法
ニ
の
六
條
に
特y 

:

別
の
規
定
ぁ
り
其
移
轉
に
手
形
の
裏
書
に
關
す
る
規
定 

.を
準
用
す
べ
き
も
の
に
非
ざ
れ
ば
衣
b

其
外
假
冷
金
餞
.

■其
他
の
物
又
は
有
價
證
券
の
給
付
を
因
的
ど
す
る

有
價 

證
券V

J

雖
も
特
別
法
の
規
定
に
よ
る
べ
く
商
法1

1

八
ニ

§

0
 

六
八

條
に
ょ
り
し
手
形
編
の
，規
宠
を
準
用
せ
ざ
る
も
の
は
商 

業
優
券
に
あ
ら
ず
。

或
は
云
は
ん
商
法
土
七
八
條
及
び
ニ
七
九
條
に
無
記 

名
僙
權
及
び
指
圖
偾
權
に
關
す
る
規
定
あ
り
然
ら
ば
即 

ち
無
記
名
式
及
び
指
騰
式
馨
は
總
て
商
法
に
規
定
あ 

.6
が
故
商
業
證
券
に
非
す
や
と
然
れ
ど
も
右
に
擧
た
る 

商
法
の
規
定
は
何
れ
も
偾
務
の
«

行U

關
す
る
規
定
に 

し
て
證
券
ぱ
關
ず
る
規
«
に
あ
ら
中
故
に
右
の
规
宛
に 

よ
b

て
總
て
£

記
名
偾
權
及
び
指
圖
■

■
を
商
業
®
 

券

な

云

ふ

を

得

ず

。

:

(

，'、
：：
：

「

::
.::
:
:

'

_

:

_

;

_
次

那
：：

_

卿
、
緖

0 

■

:
米
價
は
昨
年
春
期
十
六
七
圓
豪
の
低
位
を
保
つ
て
.居
ン 

つ
た
の
で
ぁ
る
が
、其
後
漸
次
昂
騰
し
、遂
に
本
年
一
月
. 

下
句
に
入
ぅ
て
未
曾
有
の
暴
騰
を
吿
ぐ
る
に
^

つ
'た
。

M 

即
ち
東
京
米
榖
取
別
所
に
於
け
る
三
月
限
相
場
は
同
月 

二
十
三
ロ
ニ
十
五
圆
0
四
錢
發
1
1
十
五
圆
〇
七
餞
の
.
.
：
. 

最
高
値
^.
:
示
じ
で
居
る
。「

農
商
務
省
は
此
暴
騰
を
以
て 

i

派
.の
仲
買
人
の
1
占
に
基
づ
く
名
の
マ」

看
做
し
、
其 

翌1
1

十
五
S
、#
市
の
米
穀
伸
買
人
岡
半
右
衛E

：

氏
に
對 

し
て
戒
告
を
與
へ
た
る
は
世
人
の
記
憶
.̂

新
た
な
る
所 

で
ぁ
：る
が
、
.此
戒
吿
は
殆
ん
ど
全
ぐ
興
效
な
i

米
價
' 

は
其
後
益
々
騰
貴
し
た
。
於
愛
乎一

方
に
於
て
は
米
惯

第
十
二
卷(

三
，七
七)

雜

錄

米

愤

1
^
機

の
P

猶
t

呼
®
す
る
卷
を
»

出
す
る
€
同
的
に
、
又

j 

方
に
於
て
は
米
價
の
高
低
は
自
然
的
原
因
に
依
り
て
定 

ま
る
も
の
で
あ
つ
て
人
爲
的
に
之
を
^
霄
す
る
こ
と
不 

丨
可
能
で
あ
る 
<
論
ず
る
者
も
少
な
く
な
い
。
M

に
又
岡 

一
_半
右
衛§：

氏
に
對
す
る
員
^
豸
大
距
の
戒
吿
の
無
效
に 

|

終
纟
し
事
實
を
极
據
と
し
て
同
大
'
&
が
徒
ら
に
米
穀
伸 

|

買
人
を
威
嚇
し
て
其
業
務
を
妨
害
す
る
の
非
を
鳴
ら
す 

|

考
あ
る
S

同
時
^
、
阼
年
發
布
せ
ら
れ
し
所
謂
暴
別
調 

|

節
令
を
以
て
微
溫
的
方
策
*
り
ど
し
页
に
進
ん
で
米
穀 

I

の
最
高
價
格
を
設
定
し
投
機
商
の
橫
暴
を
禁
遏
す
る
こ 

|
.、と
を
唱
ふ
る
論
^

も
&
.る
。

,

是
以
外
に
米
僧
暴
騰
の
股
阁
並
に
其
調
節
に
就
き
て 

種
々
^

！
論
が
唱
ベ
ら
れ
て
居
.る
が
、
此
等
種
々
の
所 

說
は
槪
ね
米
«

に
■

す
る
投
機
の
-作
用
と
效
用
ビ
に
對 

す
る
不
完
全
な
る
硏
究
又
は
理
解
に
基
い
て
居
る
様
に 

思
は
れ
'る
。
3

れ
ば
此
機
會
.を
利
用
し
最
近
の
實
狀
を 

根
摅
ビ
し
て
米
«

と
投
機
ど
の
»|
係
に
對
す
る
％
說
を 

述
べ
て
見
れ
い
ビ
悤
ふ
。
，：§

锁 

六
九
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ハiu

箔
十
1
5
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T

三
七
'八)

,

雜
パ
:
錄

H

0

 

' 

.

」

今

投

：機
の
_
顛

:'

本
論
に
入
る
に
先
だ
ち
ヽ
玆
に
投
機
の
性i

g

に
關
す 

るJ

般
の
誤
解
を
；止
レ
.て
撒
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
世 

人
の
多
く
は
米
穀
に
對
す
る
揸
機
は
米
穀
取
引
所
に
於 

て
の
み
行
は
れ
て
居
る
：も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
取
1̂ 

所
の
取
引
は
總
て
栩
場
师
の
行
ふy

居
る
も
の
で
あ
る

. 

ビ
思
惟
し
て
居
る
樣
で
あ
る
が
、

是
れ
は
云
ふ
迄
も
な 

ぐ
雛
見
で
あ
る

。
米
穀
の
投
機
的
取
引
ヾ
し
し
て
は
取
别 

所
外
忙
於
て
行
は
6

>
正
米
の
賀
占
も
あ
る
ビ
同
時
に 

取
引
所
に
於
て
行
は
‘る
\:寶
質
中
に
ば
比
®
的
少
量
で 

は
：あ
る
が
、
純
然
た
る
投
機
的
取
引
ビ
看
倣
す
能
は
ざ 

る
正
'米
商
の
寶
繫
及
び
買
繫
等
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で 

あ
る
0

:

:’.

,

;:
抑
も
米
價
は
云
ふ
迄
も
な
く
米
殺
の
需
用
と
供
給W

 

のj

致
す
る
點
に
於
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
需
用 

と
は
決
し
て
世
人
の
信
じ
て
居
る
如
ぐ
決
し
て
消
费
ビ 

同1

の
も
の
で
は
な
い
>
又
供
給
5?
:ば
生
產
额
ビ
浪
同 

し
て
は
な
ら
ぬ
。
米
穀
の
み
な
ら
ず
凡
そ
各
货
物
の
需

S

1
號
：

七
o

用
に
は
消
费
を
目
的
と
す
る
.も
のV

J

投
機
を
阅
的
ビ
す 

る
.も
の
、
一1
稱
が
ぁ
る
。
觅
に
投
機
的
«
用
は
現
物
に 

對
す
る
も
の
と
先
物
に
對
す
る
も
の
と
の
一
ー
稱
R

分
ち 

て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
正
米
師
の
み
な
ら
ず
米
殻
収 

引
所
の
仲
賃
人
も
疋
米
の
騰
貴
を
見
越
し
て
之
が
贺
占 

を
行
<

こ
と
が
あ
る
。
此
«
の
質
占
は
現
物
に
對
す
る 

投
機
的
髒
用
ビ
な
つ
て
威
は
れ
、
疋
米
相
場
の
人
爲
的 

騰
貴
を
促
進
す
.る
。

文
、；！：

買
人
及
び
其
顧
客
が
取
別
所 

に
於
て
當
限
中
K

先
限
：の
定
期
米
を
買
#

く
る
は
多
く 

の
場
合
に
於
て
定
期
相
場
の
昂
騰
せ
る
際
轉
資
し
て
一 

锻
千
金
の
暴
利
を
貪
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
比 

種
の
買
入
は
上
記
の
先
物
R

對
す
る
投
機
馨
用
で
あ

30 

•

供
給
も
亦
之
ビ
同
じ
く
、
現
物
の
非
投
機
的
供
給
ミ 

投
機
的
供
給
、
先
物
の
投
機
的
供
給
に
分
つ
こ
ヾ」

が
.出 

來
る
。
農
家
が
產
米
を
相
當
の
時
機
に
於
て
栩
當
の
値 

，段
を
以
て
廣
却
す
る
は
现
物
の
非
投
機
的
供
給
ビ
名
く 

可
く
、
.米
價
の
騰
货
を
見
魆
し
て
資
惜
を
爲
す
は
現
物

の
供
給
に
對
し
て
投
機
的
の
性
質
を
與
，ふ
る
も
のV

J

謂
場
即
ち
將
來
或
る
一
定
の
期
日
に
受
渡
せ
ら
る
可
き
米

ふ
.可
く
、
又
米
穀
取
引
所
に
於
け
る
當
限
中
限
先
限
の 

' 
穀
の
現
時
に
於
け
る
市
價
ミ
を
區
別
し
て
考
究
す
る
を

定
期
米
の
寶
：土
は
先
物
.$,投
機
的
供
給
と
稱
し
得
る
。

.
便
利V」

す
る
。
正
米
相
場
は
勿
論
主
と
し
て
正
米
に
對

斯
ズ
.の
如
く
單
に
投
機
-
0云
ふ
ど
雖
も
、
現
物
に
對
:

す
る
現
在
の
»

用
と
供
給
.̂
に
依
6

て
定
ま
シ
、
定s

す
る
投
機
と
先
物
に
對
す
る
投
機
ど
あ
6

て
、
世
人
の
.

米
例
へ
ば
當
月
限(

當
月
々
末
に
受
渡
せ
ら
る
'

も
の)

愆
惟
せ
る
が
如
き
^

純
«

^
も
の
で
は
な
い
。
然

ら

ば「

の
栩
場
は
其
定
期
米
に
對
ず
る
雷
用
^

供
給
と
に
?

此
等
の
•:
&

機
と
米
惯
ど
!0
關
係
は
:*
1
何
。
，
 

て
決
定
せ
ら
る
、
も
の
な
る
が
•、上
述
の
如
く
现
物(

:I
E

:

王
、
正
米
相
場
ど

®

期
相
場 

| 
,

米)

に
對
す
る
®
用
と
供
給
比
は

投
機
的
の
も
の
と

然

投

機

ど

米

僩

ビ

の

關

係

を

論

魏

す

る

に

は

正

米

栩

場
.

.ら
ざ
る

^

の
^

が
あ
る
。
今
疋
米
ビ
定
沏
米
と
の
饰
贾

即
ち
庇
ち
に
受
渡
せ
ら
る
可
き
'米
穀
の
時
憤
と
定
期
相
決
定
の
.素
因
を
圖
表
に
て
示
さ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

?

:

'

:

L非

投

ゝ

機

的

癖

用
{
現
在
の
米
穀
消
费
高
に
依
-
て
定
ま
る 

1

W

只I

役
幾
份
辞
足
將
來
の
来
穀
消
赀
高
と
將
來
の
供
給
高
ど
に
對
す
る
豫 

:

• 

一
 

t
 

:今

■戸

♦

 

'
>
1

想
'に
侬
り
て
定
ま
る

:
H

米

抵

.場|

 

_
.
投

-1
_
\勺

共

給

|
現

在

市

場

に

傲

出

し

得

る

米

穀

の

數

最

に

依

ぅ

て

定

ま

ゼ

給

合

|

將
來
に
於
け
る
米
穀
需
給
關
係
に
對
す
る
豫
想
に
阪
b
 

>

..

.も
：

f
 

t

系|

て
定
ま
る
.

'

1

,
 

_

{
役
幾
^

1

0(

大
祁
分)

|
將
:*
に
於
け
る
米
穀
需
給
關
係
に
對
す
.る
豫
想
に
侬
>
 

定

W

米
‘

為
i

.

:

月

.

タ

ニ

て

竽
i

> 

ィ

立

一

供

給

{
投
機
的
供
輪(

大
部
分)

1
將
魏
に
於
け
る
米
栽
^

紛
|»
1

係
に
對
す
る
豫
«
に
浓
り

:

婼
十
ニ
卷
，

(

三
七
九)

：
雜

バ

錄

，
米
償
と
.投
機
' 

S
蘇

七

一



第
十
二
卷

H
八
〇)

雜

錄

来

愤

と

投

機
 

I

號

七
ニ

右
表
に
示
す
が
如
く
、
正
米
相
揚
を
決
定
す
る
屁
米
に
對
す
る
豫
想
に
侬
&

-T
定
ま
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で 

の
爾
用
と
供
給
に
は
非
投
機
的
の
®

素

を

含

む

に

反

し
t

o

米
穀
の
消
费
は
我
國
に
於
•て
ば
日
々
«
ん
ぎ
一 

定
期
米
相
®

を
決
定
す
る
-m
w

米
の
■

用
と
供
給
ビ
は
定
せ
る
名
の
で
あ
る
が
故
に

y
»
來
に
於
け
る
典
消
费 

大
部
分
投
機
的
の
性
質
を
帶
ぶ
る
の
點
に
於
て
正
来
相
高
從
つ
て
消
費
高
に
依
ぅ
：て
定
ま
る
非
投
機
的
■
用
高 

場
く
定
期
米
相
場
と
は
其
成
立
の
原
因
を
異
に
し
て
ゐ
は
略
ぼ
正
確
に
推
定
し
得
る
が
、
將
來
に
於
け
る
供
給 

る
。
斯
く
の
如
く
、
此
雨
相
場
成
立
の
、要
素
が
全
然
同j

高
は
斯
く
の
如
く
節
眾
に
推
定
す
る
こ
と
不
可
能
で
あ 

1

で
な
い
事
實
か
ら
し
.て
、
;1
«
:人
の
中
に
は
疋
米
の
相
.る
。如
何
ゃ」

な
れ
ば
、假
令
農
家
並
に
米
商
の
股
藏
せ
る 

場
は
自
然
的
の
需
用
七
供
；输
ど
の
關
係
即
ち
米
穀
の
消
芷
米
現
存
量
を
比
較
的
迅
_
に
推
箅
し
得
る
ど
す
る
も 

费
と
3-
1

の
現
存
量
と
の
®

if
.u
依
-

C
N

て
定
ま
る
に
反
し
一
興
現
存
量
.は
ft
ち
R

以
て
將
來
に
於
け
る
實
際
の
供
給 

定
期
米
の
市
價
は
取
51
所
に
於
;»
る
投
機
的
賣
買
に
依
高
と
看
做
す
こ
と
が
出
來
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
IE
米 

6

て
決
定
せ
ら
る
ゝ
も
の
な
り
ミ
の
®

見
を
懷
く
に
至
の
供
給
潘
は
其
#
米
の
全
部
又
は
一
部
分
を
ば
數
ヶ
月 

つ
た
の
で
あ
ら
ぅ
。
勿
論
此
兩
相
場
は
谷
々
別
■

の
も
.

後
若
し
ぐ
は
十
數
ヶ
月
後
迄
寶
放
た
ざ
る
を
刺
益
ど
思 

の
で
あ
o

v
、
決
し
て
混
同
す
る
T
5
Jを
許
3

な
い
の|

ff
i

す
る
乙V

J

が
あ
6

得
る
。
.從
つ
て
正
米
の
資
質
に
從 

で
は
あ
る
が
、
何
ほ
此
兩
考
間
に
.は
密
接
の
關
係
を
保
事
せ
る
者
並
に
米
相
場
師
：は
將
來
に
於
け
る
米
«
の
供 

て
る
た
^

を
看
過
し
て
は
龙
ら
ぬ
0

如
何
と
な
れ
ば
正
給
狀
態
に
對
し
て
豫
想
を
試
み
、
此
豫
想
を
迤
礎
ヒ
し 

米
の
需
用W

供
給W

の
中
に
.於
で
：投
機
的
の
性
質
を
備
て
或
紱
寶
方
に
或
は
買
方
に
爾
る
の
で
あ
る
。
而
し
て 

ふ
る
部
分
は
定
期
米
に
對
す
る
投
機
的
！i

用
並
に
供
愉
疋
米
商
ビ
云
a

定
期
米
商
と
云
a

共
に
此
豫
想
に
基
き 

と
同
一
の
原
因
即
ち
將
來
に
於
け
る
米
鎩
の
豁
給
關
係v

行
動
す
る
も
の
あ
る
が
故
に
、
IE
米
相
場
と
定
期
米
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.△ A  A

限
公
定
相
場
ど
深
川
正
'米(

中
米)

標
準
相
場
ビ
の 

表
で
あ
る
。：

大
S

ハ
年
士
一
月
中(

g

l

lsl)

正

米

相

#

常
限
公

•

揚

値 

一
日 

U

四

0

0

ニ
.四

こ

〇

A

筋三
诚.

七
三

相
場
ミ
の
間
に
は
自
ら
密
接
の
關
係
が
あ
つ
て
、
此
雨 

者
は
相
麻
行
し
て
變
動
し
、
決
し
て
其
間
に
著
し
き
値 

開
き
の
生
ず
る
乙

ど
な
き
も
の
で
あ
る
と
ー
|

《

は
ざ
る
を 

得
な
い
。
：勿
論
將
來
に
於
» ,

る
米
皴
.の

I f

給
關
係
に
對 

す
る
推
断
は
人
每
に
多
少
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
此

豫\ 

」

想
が
人
每
に
幾
分
か
相
違
す
る
が
故
は
、

1

定
の
傲
段 

:
に
て
资
る
こ
ビ
を
利
益
と
す
る
者
も
あ
れ
ば
買
ふ
乙
と
：
 

、
を
有
利
と
心
得
へ
る
商
人
も
あ
ぅV

、

投
機
的
责
買
^
ム 

成
立
す
る
の
で
あ
る
。
又
、
J E

来
商
全
部
の
豫
想
と
定
ニ 

期
米
相
揚
師
全
部
’の
撒
想
ミ
が
-

致
せ
ず
ヽ
.
正
米
相
場 

.

e

定
期
米
栩
場
と
が
:'

ー
崎
比
較
的
に
大
な
る
値
關
き
を
• 

生
ず
る
乙
と
絕
體
に
無
し
ビ
は
一K

ひ
靡
い
が
、
孰

れ

も\ 

同

一

の
現
象
を
基
礎
ビ
し
て
將
來
を
卜
し
て
居
る
の
で| 

あ
る
が
故
に
、
其
値
開
き
が
多
額
に
上
る
こ
と
な
き
は 

想
像
し
易
き
所
で
あ
る
。
鬼
に
釣
最
近
：に
於
け
る

正

米
. 

相

場
と
定
期
来
相
場
と
は
吾
人
の

推
論
の
誤
6

で
な
い 

乙
ビ
を
■

明
し
て
ゐ
る
6

左
に
揭
ぐ
る
-
は
.昨
年
4
-
1一
月 

並
に
本
.年
' i

月
中
の
東
京
米
穀
取
引
所
に
於
け
る
當
月

.
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ニ
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備
#

厶
印
は

正

来

相

場

ょ

り

も

岱

限

相

S'
の
高
き
.こ
と
を
ポ 

す
0
他

は

其

悅̂

。

’

前
表
の
示
す
所
に
據
れ
ぱ
ヽ
疋
来
彻
場
ど
當
K

相
場 

ビ
の
開
き
は
，昨
年
十
ニ
月
中
に
於
て
最
高
三
十
六
餞
最 

低
は
零
、
本
年一

H

十
に
は
最
高
三
十
九
餞
最
低
は
奪 

で
あ
つ
て
、
孰
れ
の
月
に
於
て
も
正
米
栩
場
に
對
す
る 

#

谈
の
^

合
は
F

分
の
~:
以
下
で
あ
る
。
此
糾
合
は
如
. 

何
に
兩
栩
場
が
互
に
密
接
の
關
係
を
有
す
る
も
の
な
る 

力

.r!■
し
て
&

る
ビ
ー
ナ
ひ
得
る
で
あ
^\

ぅ
。

f̂
w

H
 

米
相
場
ビ
定
期
米
相
場
を
對
照
せ
し
む
る
に
當
6

て
當 

限
相
場
を
選
び
た
る
は
當
»

米
の
栩
場
は
其
>]
の
月
末 

R

於
て
受
渡
せ
ら
-る
可
き
來
毂
を
標
準
ビ
し
て
市
®
を 

決
定
さ
る
、
も
の
に
し
て
、
他
の
限
月

米
即
ち
巾
限

米 

(

翌
月
米)

又
は
先
限
米(

翌
々
月
米)

の
相
場
ょ
り
も
疋 

米
即
ち
即
時
に
受
渡
せ
ら
る
可
き
米
穀
市
價
ビ
密
接
の 

»1
係
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
又
正
米
栩
場
の
中
e

中 

米
の
標
準
相
場
を
選
び
^
る
は
取
引
所
の
建
相
場
の
樑 

準
た
る
埼
玉
縣
中
米
と
深
川
市
場
に
於
て
中
米
と
猶
す

る
も
の
は
必
中
全
然
同
f
f
lの
米
:®
で
は
な
い
が
、
此
雨 

漭
が
略
ぼ
同
一
の
も
の
と
看
做
す
こ
ビ
を
妨
げ
ざ
る
が 

ら
で
あ
、る
。
 

：

.
此
兩
稀
の
米
穀
は
從
つ
て
必
す
し
-̂

同
一
の
惯
格
を 

有
す
可
き
も
の
で
は
.な
M

が
S

其
値
開
は
至
極
僅
少
で
~ 

あ
る
^

で
あ
る
。
是
れ
は
理
論
上
然
る
の
み
な
ら
す
、

一
 

:

事
實
上
證
IW
せ
ら
れ
て
，̂
る
。
前
揭
疋
米
相
場
當
限
相；| 

圾
對
照
表
に
も
顯
は
れ
て
ゐ
る
が
如
く
、
昨
年
十
二
爿 

及
び
本
年
一
月
巾
に
於
て
前
潢
が
後
考
よ
り
高
か
っ
た
一 

こ
ビ
も
ぁ
れ
ば
又
其
反
對
に
後
^
よ

6
.
も
低
か
っ
た
こ
一 

と
も
あ
つ
て
、
而
か
も
孰
れ
の
場
合
に
於
て
も
其
値
開 

M

四
十
餞
以
內
.で
あ
つ
た
。
詳
し
く
云
べ
ば
、
JE
米
相 

場
が
常
限
相
場
よ
6

高
か
つ
た
こ
ビ
は
十
九
囘
で
低
く
：，：
 I. 

か
つ
た
は
十
四
囘
で
あ
つ
て
、
高
か
つ
た
日
の
値 

開
の
平
均
が
十
一
餞
で
、
低
か
っ
た
H

の
値
開
の
承
均 

が
十
四
餞
に
過
ぎ
なS

。
’

斯
く
の
如
ぐ
雨
栩
場
が
僅
少
：'の
開
き
を
以
て
栩
雁
行
. 

しV

變
動
す
る
と
き
は
一
而
に
於
て
取
引
所
の
定
め
た

幣
十
ニ
怨(

三
八
三)

雜

錄

来

似

々」

投
践

る
標
準
米
S

深
川
正
来
市
場
に
て
中
米
ビ
獬
す
る
も
の 

と
が
殆
ん
ど
同一

の
品
位
を
有
す
る
を
實
際
的
に
瞪
明 

:

す
る
と
同
時
に
、
又
一
而
に
於
て
は
此
兩
潘
の
相
場
が 

略
ぼ
同一

の
原
因
に
.依
り
て
定
ま
り
、
米
毂
収
引
所
に 
.

於
け
る
定
1

の
相
場
が
世
人
の
思
恨
せ
る
が
如
く
伸 

質
人
の
掛
别
に
依
办
て
自
咖
に
灰
右
せ
ら
れ
る
も
の

' で 

.な
き
を
立
識
す
る
も
の
で
あ
る
.。

論
者
或
は
正
米
栩
場
《
當
限
栩
場
と
の
關
係
は
密
接 

で
あ
つ
て
、
後
港
に
對
す
る
投
機
取
引
の
影
響
は
輕
微 

で
は
あ
ら
ぅ
が
、
投
機
取
引
の
中
心
^
も
云
ふ
可
き
先 

限
相
場
は
米
栢
場
師
の
買
占
又
は
寶
崩
等
の
爲
め
亚
米 

.相
場
に
對
し
て
著
し
き
値
^
き

を

S
す
る

，」

ど

が
あ

ら
 

ぅ
ぐ」

論
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
勿
論
先
限
相
場
は
正
米 

.相
場
ミ
の
間
に
普
通
當
限
相
場
ょ
り
も
常
に
大
な
る
値 

開
を
有
し
て
居
る
0
然
じ
是
れ
は
當
然
の
事
で
あ

る

。 

假
令
太
規
模
の
買
占
等
の
事
實
が
な
く
と
も
、
正
米
相 

場
ビ
先
限
相
場
と
は
一
致
す
可
き
も
の
で
は
な
い
。
如 

何
と
な
れ
ば
、
JH
米
は
即
時
受
渡
せ
ら
る
可
き
米
毂
で

谘三號，

七五



ニ

卷

(

三
八
四)

雜錄
米似

W

投
機

ぁ
る
が
故
に
、其
相
場
は
主
と
し
で
、現
時
の
狀
態
に
依 

り
て
宛
ま
る
に
反
し
、
先
限
米
は
翌
々
月
の
月
末
に

M. 

て
受
授
せ
ら
る
可
&

米
毂
で
ぁ
る
が
故
に
、
興
相
場
は 

其
受
渡
當
時
の
狀
況
に
對
す
る
豫
想
を
主
な
る
標
準V」 

し
て
定
め
ら
る
、
か
■ら
で
あ
る
。
若
し
三
ヶ
月
の
.中
に 

'I
E

米
の
供
給
が
现
時
ょ
b

夥
多
に
な
る
見
込
立
*

ば
、 

先
限
相
場
は
正
米
の
現
價
ょ
b

低
が
る
可
く
、
又
其
供 

給
の
減
少
す
る
こ
ビ
が
卜
知
せ
ら
る
れ
ば
先
限
相
場
は 

正
米
の
瑰
時
に
於
け
^

市
價
ょ
：b
は
低
く
定
ま
る
を
普 

M

V
す
る
。

斯
く
の
如
く
、
此
雨
栩
場
は
相
ー
朦
せ
ざ
る
こ
と
を 

M

則v
j

す

る
の
で
ぁ
^

が
、
實
際
の
相
場
に
就
き
て
之 

を
觀
る
に
、
si
値
開
が
案
外
僅
少
衣
る
に
驚
か
ざ
る
を 

得
な
い
。
左
に
揭
ぐ
る
は
深
川
の
正
米(

中
米)

棚
場'V:

來

京

.米

穀

取

引

所

に

於

げ

る

先

限

公

定

相

場

の

對

照

表

で
あ
る
，
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右
表
に
示
す
所
に
據
れ
ば
、
正
米
相
場
と
先
限
栩
場 

ビ
の
間
に
於
け
る
等
差
の
最
低
は
ニ
，十
一
餞
最
高
ば
五 

十
二
餞
で
、

一
ケ
月
の
平
均
値
開
は
三
十
四
餞
六
屉
に

過
ぎ
な
.い
。
僻
ほ
其
翌
月
中
に
於
け
る
値
^
は
左
の
如 

く

で

あ

るo
:

.

大
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七
年一
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パ

疋
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相
助
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日

七
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双
⑩

二

十

五
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均

ニ

四

*
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:
二
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A
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四
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ニ
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四
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右
表
の
示
す
が
.如
く
、
.
一
 

月
中
に
於
け
る
疋
米
栩
場 

と
先
限
相
場
と
の
値
開
も
僅
少
に
て
、
最
低
十
餞
、
锻 

高
六
十
ニ
爾
ヽ1

ヶ
月
間
の
平
均
は
三
十
三
餞
四
厘
に

過
ぎ
な
い
。
本
年

一月
中
に
は
岡
半
一

派

の

仲

胄

入

が
 

定
期
米
の
買
占
を
行
ひ
定
期
米
の
相
場
を
暴
騰
せ
し

め
 

左
？
の
嫌
疑
を
蒙
同
月
二
十
五
H

遂
に
岡
氏
k

對 

.し
て
農
商
務
省
が
戒
吿
を
典
ふ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る 

が
、
疋
米
相
場
に
對
し
て
最
も
著
し
き
縦
開
を
登
す
る 

乙
ど
を
®
待
し
得
る
先
限
相
場
が
實
際
に
於
て
は
前
表 

に
示
す
が
如
く
正
米
相
場
に
對
し
て
僅
々
屯
均
三
十
ご
一
 

餞
餘
の
開
-̂
を
生
じ
左
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
此
値 

開
の
正
米
相
場
に
對
す
る
割
合
はj

分
四
厘
內
外
R

當 

る
の
み
で
あ
る
。

以
上
論
述
し
た
る
所
に
依
ぅ
て
米
穀
取
引
所
の
定
期 

相
場
が
少
く
と

も
®

近
に
於
て
正
米
相
場
マ」

相
關
聯
せ



第
十
二
卷(

三
八
六)

•
雜

0

米
值
と
投
機

る
の
み
で
な
く
、
其
關
係
が
®
る
密
で
あ
る
乙

€
が
明 

瞭
に
な
つ
^
ビ
恩
ば
れ
る
。
：然
ら
ば
、；
何
故
に
米
相
場 

師
は1

部
世
人
，の
誤
信
せ
る
が
如
く
定
期
相
場
を
揽
亂 

.す
る
こ
と
が
出
來
な
.い
..._.
の
^

.あ

ら

ぅ

ヵ

日

く

、
.
_
米

穀 

.の
現
存
®

及
び
市
場
«

^
狀
^

の
關
_

上

i£
米
の
相
場 

が
將
來
騰
貴
す
る
こ
ミ
«'
か
か
可
じ
ビ
豫
想
さ
れ
た
る 

際
に
、
假
彡
に
如
何
^
#
買
人
が
太
規
模
に
定
期
米
買 

占
を
行
ひ
为
り
と
す
る
も
、
其
相
場
が
暴
騰
す
る
が
如 

き
こ
S

は
な
い
。
M

&
ヒ
な
れ
ば
、
：来
價
が
將
來
騰
貴 

す
る
：こ
と
な
く
、
寧
ろ
孰
れ
か
せ
云
；ベ
ば
低
落
す
る
で 

あ
ら
ぅ
ビ
豫
期
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、，高
價 

に
定
期
米
を
買
付
く
も
0!
が
あ
れ
ば
、
喜
ん
で
之
に
對 

し
て
贺
契
約
を
結
ぶ
齊
が
银
出
し
て
、
定
期
米
の
供
給 

が
:H
:
§
用
を
充
分
に
滿
れ
ず
が
爲
め
で
あ
る
。
^/
罾
、
 

正
米
の
相
場
が
將
來
騰
實
す
る
：で
あ
ら
ぅ
と
信
せ
ら
れ 

:て
必
る
と
&

に
は
定
期
米
の
«

場
は
騰
貴
す
る
が
、
此 

際
に
は
正
米
の
市
惯
も
昂
騰
す
る
が
故
に
、
：結
局
此
：雨 

%

場
は
並
行
し
て
騰
貴
し
、
其
間
に
大
.な
る
差
を
見
な

m

H

m

七
八

い
こV

J

に
な
る 

四
、
定
期
米
の
相
場
吃
對
す
る 

役
機
の
影
響

前
節
に
，於
て
論
述
せ
る
が
：如
く
、
;I
E

米

相

場

期
 

米
相
場
と
は
相
雁
行
し
て
騰
落
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
 

吾
人
ビ
雖
も
決
し
て
此
兩
潘
に
對
す
る
投
機
の
影
響
V
J 

無
視
す
る
潘
で
は
な
い
。
.正
米
相
場
に
せ
よ
將
又
定
期 

米
相
場
に
せ
よ
、
投
機
は
®

か
に
惯
格
構
成
の
一
双
^
 

を
成
し
て
ゐ
る
。
此
作
用
は
前
揭
の
表
に
明
»
に
顯
は 

れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
先
、つ
定
期
相
場
に
就
き
て
«

る 

U

昨
年
十
一〖

月
咿
に
於
て
は
先
限
相
場
は
每
日
正
米
相 

域
よ
ぅ
多
少
低
か
つ
れ
の
で
あ
る
に
反
し
、
本
年i 

月
中
に
於
て
は
前
者
は
常
に
後
潜
よ
り
幾
分
か
高
か
つ 

:た
。
斯
く
の
如
く
舊
臘
中
に
は
定
期
米
が
常
に
下
鞘
を 

M

し
、
正
月
巾
に
は
典
反
對
に
上
®
を
示
し
た
名
は
何 

故
な
る
か
。
惟
ふ
に
、
新
年
に
は
.新
米
が
.
通
漸
次
產 

地
よ
り
搬
出
ぜ
ら
れ
、
深
川
の
在
庳
米
が
澗
澤
ビ
な
る 

を
常
と
す
る
も
の
で
.あ
る
が
故
に
、
米
相
場
師
が
本
泰

も
亦
例
年
程
で
な
く
マJ

も
廻
米
が
s

®U

な
ぅ
、
從
っ 

v

本
年 

一
、
一i;J
の
正
米
相
場
が
低
落
す
る
で
あ
ら
ぅ 

と
灣
想
し
た
る
爲
め
u

s
:
定
期
米
の
買
付
に
多
少
騰
躇 

し
た
^

染
で
あ
る
0

少
ぐ
ii
も
昨
年
十
一j

月
に
於
て
彼
. 

等
は
其
當
時
W

於
け
る

疋
米
相
場
よ
0

は
幾
分
か
低
位
一
 

.

.

.で
な
け
れ
ば
、
咖
限
先
限
，に
對
し
て
，買
契
約
を
結
ぶ
こ
一 

と
を
好
ま
^

か
つ
.た
.の
:1
?
:
:あ
る
0 

.然
る
に
、
年
来
よ
.

O
s

マ.

I. 

年
始
に
：褂
け
て
の
廻
米
高
が
豫
想
せ
ら
れ
て
居
っ
た
4
 

り
も
遙
か
に
少
量
な
る
の
，み
な
ら
ず
：
其
後
も
深
川
に 

搬
入
せ
ら
る 

> 數
量
甚
だ
少
く
しP
、

-;
同

所

の

在

银

米
 

は
漸
次
幾
分
が
.僧
加
を
■示
し
^

も
の
ゝ
、
其
增
量
は
殆.

j 

ん
ど
論
す
る
に
.足
ら
ざ
る
程
で
あ
つ
^

。
正
：月
四H

2

の 

深
川
在
庫
米(

內
國
米)

の
總
额
は
.三
十
'

I 

01

千
俵
で
'；
,
.

j 

あ
る
が
、
東
京
市
及
附
近
の
在
住
者
の
消
费
高
は| 

&
 )

一一

1

薜

俵

程

で

.あ

る

が
故
に
ゥ
其
日
の
深
川
の
貯
藏
米
丈 

け
で
は
僅
か
に
十
日
を
支
へ
得
る
紀
過
ぎ
な
か
つ
*
の 

で
あ
る
。
夫
れ
よ
6

1
週
間
後
0

十

j

日
の
在
庫
米
は 

一

】一

十
四
藤
一
ニ
千
呑
^

增
加
し
て
ゐ
る
が
、
其
寒
僅
か
R

第
十

二

盤(

三
八
七〕

M

錄

米
似
と
投
戗

三
.

萬

「

千
衣
に
過
ぎ
な
い
。
加
之
、
運
輸
機
關
の
不
備 

故
障
其
他
の
原
因
に
依
6

近
き
將
來
に
於
て
廻
米
が
激 

增
す
る
が
如
き
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
信
せ
ら
れ
て
居0

 

た
の
で
、

一
.月
中
に
ば
米
相
場
師
が
盛
ん
に
高
値
を
以 

て
先
限
を
買
付
け
た
爲
め
に
、
愛
に
先
限
米
は
正
米
に 

對
し
て
上
鞘
を
示
す
に
至
つ
た
の
で
あ
5.
。

斯
く
の
如
く
十
一

I

月
中
の
下
微
が

一月
に
於
て
上
糖 

に
變
じ
た
の
は
先
限
相
場
の
み
で
は
な
ぐ
て
、
當
限
に 

も
廉
は
れ
た
。
十
二
月
巾
の
®
京
米
穀
肷
引
所
の
當
限 

立
，曾

m

數
は
十
六
ヶ
日
で
ぁ
つ
た
が
、
此

十

六

ヶ

票 

に
て
十
一

1

日
問
に
於
け
る
當
限
相
場
は
疋
米
相
場
に
對 

し
.

低
位
を
示
し
、
他
の
四

2

!

は
上

«

を

星

し

て

^

つ

た 

の
に
反
し
、
本
年
一
月
中
に
於
け
る
當
眼
立
會
日
數
十 

九
ヶ
日
の
f t

十
五
、
十
六
の
雨

H

は
深
川
市
場
休
業
の 

爲
め
正
米
標
準
相
場
立

^

ざ
b

し
爲
め
之
を
除
き
他
の 

十
七

m

間
に
就
き
て
觀
る
に
、
其
中
僅
か
に
七
日
は
當 

限
の
下
糖
を
示
し
、
他

の

十
H

は
上

«

を
M

し
て
ゐ

第
三
锁
、

七
九



站
十
二
卷(

三
八
八)

雑

錄

‘米似と投機

或
る
月
に
於
け
る

定
期
米
の
下
鞭
が
M

月
斯
く

の
如 

く
上
®

に
變
ず
る
の
は
®
か
に
米
相
場
師
の
投
機
の
潇 

ら
す
现
象
で
あ
る
S

云
は
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
れ
ば
定 

期
米
に
對
し
て
投
機
を
試
み
る
考
は
將
來
に
於
け
る
米 

穀
0

需
給
關
係
に
對
す
る
剑
斷
に
基
づ
き
て
或
る
範
圍 

內
に
於
て
定
期
米
の
相
場
を
左
右
し
得
る
も
の
で
あ
る 

こ
ミ
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

' 

:

,

.

五
、
正
米
の
相
場
祀
對
す
る
投
機
の
鴕
_
 

次
に
；止
米
相
場
に
對
し
て
投
機
は
如
何
な
る

影
#

を 

及
ぼ
す
も
の
な
る
か
を
明
か
^

:1
,
たS
、
投
機
が
全
く
. 

行
は
れ
な
ぃW

す
れ
ば
、
：正
米
の
相
場
は
主
と
し
て
正 

米
の
現
存
最
に
依
り
て
左
右
せ
ら
るA

は
勿
論
で
あ
る 

か
ら
、
先
づ
顺
傅
と
し
で
犮
に
，深
川
に
於
け
る
在
庫
米 

ぐし.芷
米
標
準
相
場
と
の
對
照
表
を
揭
ぐ
る
。

:
大
JE
-
六

年

十

二

月

ホ

.

.

.衣
诹
米(

単
位
午
俵)

：
11
-
来
標
準
相
場(

中
米)

-

I
 

パ「

二
ニ
三
.
. 

ニ
四
6

〇

::
;

三 

R 

.
 

ニ 1

八

.

.

V

S

6

P
 

四

日 

：

ニ
.
〇

〇

： 

二

四

6

〇

,ニ

.+

.ニ
离
三
千
倭
で
ヽ

〉

正
来
相
場
が
一
.石
 

一I

十
四
圓
で

あ
つ
^
も
の
が
：、
■
■!:十

七
初
に
は
在
庫

米
が

三
十
萵
三

千
德
に
墙
加
し
、.

.

：相
；場
は
ニ+ ;

三
圆
三
十
錢
‘に
低
落
し

た

。
.
，
即

ち

此

ニ

十

六

ロ
間
に
深
川
在
米
は
八
萬
俵
晳
量

し
、
市
價
は
七
十
®

下
落
し
て
ゐ
る
。
其
期
間
に
於
て
：

正
米
相
場
は
決

し

て
茌
座
米
：に
對
し
て
反

比

例

に

櫞

落

し
て
居
ら
ぬ
が
1
大
體
に
於
て
亚
米
の
®
格
は
在
米
の

數
量
に
.依
ひ
て
大
な
る
影
響
を
蒙
れ
る
こ
と
が
明
か
で

あ
•つ
て
、
假
0

に
思
惑
的
取
引
が
行
は
れ
た
に
せ
ょ
、

を
は
市
價
を
左
右
す
る
最
大
原
因
が
あ

る

ヾ

し

は

豸

め

ら
 

れ
な
い
;°

■:
::
然
ら
ば
本
年
一
月
中
に
於
て
ゆ
如
何
な
る
現
象
を
显 

L

て
居
る
か
。

'
大
正
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打
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在
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雑
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中
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二
三
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H
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ニ
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0
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ニ
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八
〇

十

日

十一
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I
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十H
I
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十

七
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A

H
 

十

九
H

ニ
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一
日

1 I 
十
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H 

ニ
十
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•1
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十
五
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11

十

六
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一一

十
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十
九：

22 
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十
日

.

三

十一

日

三

三1 

三 

S

H 

三
四
五

.n
r

*

.^-

三
六
A 

三
六
九 

三
七
四 

三
七
六 

H
七

-パ 

三
八
ニ 

H
八
五 

H
九
一 

v

一
九
七 

.四
〇
五 

四
〇
七 

四一

ニ 

四
一
八

.
i

l•
八
〇 

ニ
三
*
七
〇

l
l
H
t
x
o

二
? 1
五

〇 

n

H

•六
〇
.

irr
T
七 

o

二
三
•
七
〇 

IJ .

四
。
〇
〇 

_

三
〇 

11

四
*
六
〇 

1

七

〇

I

f:

ハ
〇
• 

二 

H
I-1
ハ
〇 

ニ
四
•
三
〇 

二
四
•
三
〇 

ニ
.四
。
三
〇 

ニ
四
®
1
1
0

右
表
に
示
す
が
如
く
、
一
月
四
日
の
狂
煺
米
は
三
十 

1

VV
山
ニ
千
俵
で
三
十
一
日
に
は
四
十

一

鸹
八
千
俵
に
上 

つ
て
居
るa g

ち一、ヶ
月
間
に
十

^
俵
餘
の
堪
量? :
示 

し
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
正
米
標
準
相
場
は
ニ

璧

號

八
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第

十

二

镫

H
九o

)

雜

:'
錄

来

f
投
機

十
！一
 

一
圓
八
十
餞
ょ
b
.
l

J

十
四
圓I

一

一

十

錢

に

騰

貴

し

た

U 

更
に
、

一
月
中
の
最
高
値
た
る
ニ
十
四
日
の
二
十
四
圓 

七

十

餞

と

昨

年

十

一

一

月

一

一

十

七

日

の

相

場

即

ち

一

一

十

三 

圆jl1

十
錢
と
比
較
的
す
る
^
?
此 
一j

十
八
晶
に
一
圓 

四
十
«

の
暴
騰
を
示
し
で
ゐ
る
。
：
ー
方
、
在
庫
米
は
此 

期
間
に
三
十
馮
三
千
俵
ょ
1:
|
1十
八
萬
五
千
俵
に
增
加 

七
た
。.
其
差
實
に
八
萬
ニ
，
俵
で
あ
る
。
昨
年
十
一1

月 

'中

に

於

て

茁

米

が

-

+:
;

六

日

間

に

八

离

倭

增

加

し

て

正
 

米
相
場
が
七
十
餞
下
落
せ
る
に
反
し
、
同
年
十
二
月
 々

末
ょ
り
本
年
正
月
下
旬
迄
の1:1

十
八
日
間
に
：在
米
が
八 

萬
一1

千
俵
增
加
せ
る
.に
.正
来
相
場
が一

圓
四
十
餞
即
ち 

,其
倍
額
丈
け
騰
貴
せ
：し
は
如
何
な
る
原
因
に
基
づ
く
の
. 

で
あ
る
か
。
云
ふ
迄
^

な
く
、
是
れ
は
疋
米
に
對
し
て 

投
機
を
試
み
つ
、
あ
る
潘
が
ー
■月
中
疋
米
を
買
占
め
穴 

石
か
、
或
は
賣
惜
み
た
る
.が
爲
め
.で
あ
る
。
即
ち
將
來 

に
於
け
.る
正
米
の
騰
貴
を
展
越
し
て
思
惑
を
試
み
た
る 

卷
あ
る
が
爲
め
に
、
正
米
の
®:
存
*
が
增
加
し
た
に
も 

.拘
ら
ず
、
其
市
價
が
騰
貴
し
た
の
で
あ
る
と
斷
す
る
を

第
.
1
1
1
鱗
：

妨
げ
な
い
。
' 若
し
果
し
て
然
ら
ば
、
正
米
の
相
場
は
投 

機
取
引
の
爲
め
異
常u

fl
l

上
げ
れ
た
ら
ビ
云
は
な
け
れ 

ば
な
ら
.ぬ

.0

,

穴
、
正
来
の
騰
貴
が
原
因
か
鬼 

、

，
期米の騰貴が原因か 

上
述
の
如
く
、
正
米
相
場
も
定
期
米
相
場
も
典
に
多 

少
投
機
の
影
響
を
蒙
6

て
人
爲
的
に
左
右
せ
ら
る
，
も 

'0
な
る
が
、
次
に
五n

人
の
知
ら
ん
と
欲
す
る
は
昨
年
十 

二
月
及
び
本
年一

月
の
兩
月
中
に
於
て
孰
れ
が
投
機
賣 

買
の
影
響
を
多
く
受
け
た
る
か
、
又
此
兩
相
場
が
投
機
，
 

賣
買w

云
ふ
共
通
の
現
象
R

依
り
て
支
配
せ
ら
る
、
以 

上
南
潜
が
相
互
に
因
C

爲
ぅ
果
と
爲
&
栩
雁
行
し
て
騰 

落
す
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、
上
記
雨
月
中
に
於V

は
孰 

れ
の
相
場
が
原
因V」

爲
办
て
他
の
相
場
を
動
か
し
た
.る 

.か
ど
云
ふ
事
に
外
な
ら
な
い
。
例
言
す
れ
ば
、
芷
米
が 

先
づ
騰
貴
し
て
定
期
米
に
反
動
を
與
へ
た
る
か
、
或
は 

定
期
米
が
先
づ
昂
騰
し
て
然
る
後
正
米
が
其
結
粜
ビ
し 

て
上
騰
せ
し
か
を
究
め
た
い
。

第

，

J

の
.

問
題
即
ち
孰
れ
於
；爾
月
电
；に
於
て
最
も
著
し 

く
變
励
せ
し
か
は
容
為
に
解
答
し
得
る
。
，
此
兩
月
中
.に 

於
け
る
正
米
の
最
低
相
場
は
一
.一
十
二
面
二
一

 

十
踐
最
高
相 

場
は
ニ
十
四
圆
七
十
錢.

、
；
即
ち
其
値
幅
はI

.

圆
四
十
餞
：
. 

な
る
に
、
：：先
限
米
の
最
低
公
定
相
場
は
.ニ
十
二
面
九
十 

八
錢
最
高
公
定
相
場
はr

+ :
p 3

圆
九
十
四
餞
、
即
ぢ
其
ン 

.

値
幅
は
一
圓
九
十
六
餞
で
あ
る
が
ら
、
定
湖
米
の
相
場 

-

は
疋
米
相

.

場
ょ
り
も
投
機
の
爲
め
|
層
著
し
く
礙
動
せ 

云
ふ
こ
と
が
出
來
るV

J

思
ふ
。
此
變
動
の
比
較
は 

下
ね
揭
出
す
る
線
國
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

然
し
な
力
ら
、
第
一1

の
間
題
即
t >
兩
相
場
の
中
孰
れ 

か
先
達
と
爲
り
孰
れ
が
逍
從
し
て
變
動
し
た
か
を
正
確 

.

に
知
る
は
颇
る
困
雛
で
あ
：る
。
：
さ
れ
ざ
、
'上
記
南
月
ホ 

R

於
，け

る

正

米

相

場

先

限

米

相

場

と

の

日

々

の

變

動 

を
比
較

.

ず
る

.

に
、
大
體
に
於
て
次
の
如
く
云
へ
る
思 

は
れ
る
。
.十
一
一
月
中
に
於
て
は
疋
米
相
場
は
先
限
榭
場 

に
比
し
ブ
安
定
沙
撒
邋
5:

: »

持
し
、

«

者
が
一
昂

- 

一
低
の
形
狀
を
里
し
月
末
に
は
馨
落
せ
ん
ビ
す
る
の
趟

、

谘
十
二#

{

三

九

！

)

雜

錄

来
陂
と
投
機

勢
を
示
し
た
る
際
に
、
之
を
支
持
し
て
其
激
落
の
大
勢 

を
頓
挫
せ
し
め
た
る
形
跡
が
あ
る
。
然
る
に
、
本
年
一 

月
に
入
り
て
先
限
相
場
は
俄
然
奔
騰
し
爾
後
こ
十
五
日 

:

岡
氏
が
農
商
務
大
の
*
吿
を
受
く

る
迄
其
趨
勢
を
維 

■
持
し
た
の
で
あ
る
が
、
正
米
相
場
は
.夫
れ
に
追
從
し
て 

.騰
貴
し
た
€

思
は
れ
る
。
殊
に
戒
吿
事
件
發
生
の
前
日 

，た
る
二
十四

： .

日
に
於V

1

旦
二
十
K

1I
七
十
餞
迄
昂
騰 

し
た
る
正
米
相
場
が
.其
翌
日
ニ
十
四
圆
六
十
錢
に
低
落 

.
し
柬
京
取
引
所
の
休
業
せ
し
ニ
十
八
日
に
於
て
；史
に
十 

.

餞
方
下
落
し
た
.の
を
見
て
.も
、H

十
四
白
の
最
高
値
が 

;

取
引
所
に
於
け
る
投
機
取
引
：の
影
響
の
結
果
で
あ
る
と 

推
斷
し
得
る
の
で
あ
る
。
斯
く
の
.如
く
正
米
相
場
が
十 

1

一
月
中
に
於
て
は
主
®

^
の
位
骰
釔
保
ち
、

月
^

に
’ 

U

他
動
的
に
變
動
し
た
狱
態
は
次
頁
に
揭
ぐ
る
疋
米
栩 

場
€

先
限
相
場
V
Sの
：比
較
圖
に
於
て
稍
令
明
白
に
^

⑩ 

す
る
乙
^

が
出
來
る
^

思
は
れ
る
。

.
‘
此
猶
顧
に
示
さ
.れ
た
'る
が
洳
ぐ
、
士
 I

月
に
於
て
正 

米
相
場
の
波
®
が
比
較
的
に
少
な
き

は
定
期
米
の
*

»

第

三

號

.
A
H
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B

a

a

m
ff
l
la
IS
S
L
m
f
f
l
a
Q
m

lu
o

3
nl
a
;D)
tI
i
0
0

に
追
從
せ
ざ
^
'し
こ
^

を

證

明

す

る

も

の

で

あ

る

’
。

又 

十 
一I

月
十
花
米
相
場
が
定
期
米
相
場
ょ
り
も
上
位
に
在 

6

し
.̂
、「

雄
末
年
始
の
休
巾
:̂
此
兩
者
は
其
位
置
を
變
，
' 

換
しj

月
中
に
は
芷
米
相
場
が
^

に
^
位
を
保
ち
た
る 

は
宽
期
米
の
相
場
が
主
動
的
^
活
蹯
せ
る
を
示
す
も
の 

で
あ
る
ビ
云
ひ
得
る
。：；又
、
+
九
日
迄
先
隈
相
場
ビ
の 

間
に
蓊
し
き
値
開
を
維
持
せ
し
疋
米
相
場
が
其
後
俄
然
；
 

昂

騰

し

：て

ニ

十

四

：
！

1
.
.に
ば
先
限
相
場
の
蠱
を
摩
せ
ん
と_ 

せ
し
は
JH
米
が
定
期
米
の
爲
め
^

引
上
げ
ら
れ
た
る
乙 

と
を一

不
し
て
：居
る
。

- 

\ 

'

以
上
論
述
せ
る
所
に
大
過
な
し
ビ
せ
ば
、
最
近
に
.於

| 

け
る
米
價
暴
騰
の
有
力
な
る
旅
因
は
芷
米
並
に
定
期
米
一 

R

對
す
る
投
機
で
あ
る
と
同
時
に
S

M
潘
亿
對
す
る
投\ 

機
は
前
者
に
對
す
る
投
機
ょ
ゲ
は一

層
著
し
き
か
つ
た
.

S

云
は
ざ
る
を
得
なS

。

然
し
な
が
ら
、
此
兩
種
の
投 

機
は
決
し
て
肓
目
的
賭
抓
行
爲
で
は
無
く
經
濟
事
情
殊 

に
米
穀
の
，需
給
關
_

を
根
紙
^

し
た
る
合
理
的
商
行
爲
，
 

で
あ
る
乙
ビ
を
記
憶
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
来
穀
取
引
^
を 

第
十
二
卷(

三
九
8

雜

錄

米
愤
と
投
機
、

廢
业
し
'て
米
穀
の
定
期
取
引
を
禁
止
し
、
JH
米
師
5r
威 

嚇
し
て
正
米
に
對
ず
る

思
惑
を
防
退
す

る
は
不
可
能
で 

'
は
な
い
。
而
か
も
、
米
穀
の
需
給
關
係
が
极
本
的
代
變 

M

せ
ら
れ
ざ
る
以
上
は
正
米
の
騰
貴
は
之
を
絕
體
に
防 

ik
す
る
こ
と
が

出
來
な
い
:.
0
'

 

、

要
す
る
に
，、
_
最
近
東
京
市
.に
於
て
正
米
並
に
定
期
米 

:
:の
相
場
が
暴
騰
じ
た
报
本
原
西
は(.1')

東
京
市
に
於
け 

る
在
米
缺
乏
、(

ニ)

廻
米
の
少
き
こ
、、

」

、(

三)

近
き
將 

來
R
:於
て
®

米
增
加
の
見
込
立
た
ざ
る
^
と
に
外
な
ら 

な
い
。.
米
並
に
：定
期
米
の
.思
惑
罵
が
其
相
場
を
多
少
人 

爲
的
紀
昂
雜
せ
し
た
の
は
事
實
で
ぼ
ぁ
る
が
、
此
投機
 

ば
上
記
三
個
の
事
情
が
誘
致
し
た
る
現
象
で
あ
つ
て
、. 

米
價
暴
騰
め
附
帶
的
原
因
に
過
ぎ
な
い
の
で
ある。

八


